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共同生活援助グループホームいぶき                                          

重 要 事 項 説 明 書 

2026 年 6 月 1 日現在 

 

１ サービスを提供する事業者 

名     称 株式会社 南阿蘇ケアサービス  

所  在  地 熊本県阿蘇郡南阿蘇村大字久石 2721 番地 2 

電 話 番 号 TEL（0967）67-1606   FAX（0967）67-0875 

代 表 者 氏 名 代表取締役  荒牧 律子 

設 立 年 月 平成１１年 １１月 １０日 

 

２ 事業所の概要 

事業所の種類 共同生活援助（介護サービス包括型） 

事業所の名称   

（事業所番号） 
グループホームいぶき（4321350102） 

事業所の所在地 熊本県阿蘇郡南阿蘇村久石 2715 番地 5 

連 絡 先 TEL（0967）67-1606   FAX（0967）67-0875 

管 理 者 𠮷原 明 

サービス管理   

責任者 
橋口 房代 

事業所の延床面積 ３３３．９６㎡ 

定  員 10 名 

開設年月日 令和 5 年 9 月 1 日指定  
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３ サービスの目的・運営方針 

目 的 
株式会社南阿蘇ケアサービスが設置するグループホームいぶき（以下「事業

所」という。）において実施する指定障害福祉サービスの共同生活援助事業（以

下事業という。）の適正な運営を確保するために必要な人員及び運営管理に関

する事項を定め、共同生活援助の円滑な運営管理を図るとともに、利用者の意

思及び人格を尊重し、利用者の立場に立った適切な共同生活援助の提供を

確保することを目的とする。 

運営方針 
１ 事業所は、利用者が地域において共同して自立した日常生活又は社会生

活を営むことができるよう、当該利用者の身体及び精神の状況並びにその置

かれている環境に応じて、共同生活住居（「障害者の日常生活及び社会生

活を総合的に支援するための法律」（平成１７年法律第１２３号。以下「法」と

いう。）第５条第１５項に規定する共同生活を営むべき住居をいう。）において

相談、入浴、排せつ及び食事等の介護、その他の日常生活上の支援又は

援助を適切かつ効果的に行うものとする。 

２ 共同生活援助の実施に当たっては、地域との結び付きを重視し、関係市町

村、他の指定障害福祉サービス事業者等その他の保健医療サービス又は

福祉サービスを提供する者との密接な連携に努めるものとする。 

３ 前２項のほか、「障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するため

の法律に基づく指定障害福祉サービスの事業等の人員、設備及び運営に

関する基準等を定める条例」及び関係法令等を遵守し、事業を実施するもの

とする。 

 

４ サービスに係る事業所・設備等の概要 

① 居室 

 居室１ 居室２ 居室３ 居室４ 居室５ 居室６ 居室 7 居室 8 居室 

9・10 

面 積

（㎡） 

11.48

㎡ 

11.60

㎡ 

15.69

㎡ 

17.84

㎡ 

15.21

㎡ 

13.29

㎡ 

12.04

㎡ 

7.08 

㎡ 

11.36 

㎡ 

＊各居室、洗面台、エアコン、ナースコール、防火対応カーテン、スプリンクラー装置設備あり 

 

② その他設備 

設備の種類 備 考 

食堂 食事テーブル、ダイニングチェア 

居間 テレビ、ソファ、コール受信機 

浴室 ２か所 

便所 ３か所、ナースコール設備 

台所 電子レンジ、冷蔵庫、食器棚、IH 調理器具 

当事業所では、厚生労働省の定める指定基準を遵守し、上記の施設・設備を設置しています。 
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５ サービス提供職員の配置状況 

職種 常勤(人) 非常勤(人) 合計員数 職務内容 

管理者 1  1 従業者および業務の一元的管理

及び指揮命令 

サ ー ビ ス 管

理責任者 

1  1 ・個別支援計画の作成 

・利用の申し込みに関する調整 

・サービス内容の管理 

世話人  4 4  

生活支援員 1  1  

当事業所では、厚生労働省の定める指定基準を遵守し、上記の職種の職員を配置しています。 

 

（２）主な職種の勤務体制 

  職種              勤務体制 

管理者 正規の勤務時間帯（9：00～18：00）うち 2 時間 

サービス管理責任者 正規の勤務時間帯（8：00～17：00） 

生活支援員 15：30-17：30、17：00～19：00 

世話人 19：00～22：00、5：00～8：00 

 

６ 主たる対象者 

障害者（身体障害者・知的障害者・精神障害者・難病等対象者） 

 

７ サービスの内容 

 サービスの内容は「個別支援計画」に基づいて提供されます。この個別支援計画は事業所のサ

ービス管理責任者が利用者やその家族等の意向を聞き作成します。作成後は利用者の同意をい

ただきます。 

日常生活支援 
生活リズムの調整、調理、清掃、衛生管理、金銭管理、服薬管理など自

立した生活が営めるように支援します。 

事業所内の居室及

び設備の利用 
居室、浴室、台所、食堂、便所、洗面所等の設備を提供 

食事の提供 

栄養のバランス、カロリーに配慮した献立により提供します。 

(食事時間)  朝食 7：00～7：30  夕食 18:00～18:30 

※昼食は、原則として各自でおとりいただきますが、お弁当等必要な場

合はご用意いたします。 

健康管理の援助 

利用者の健康状況を常に注意し、協力医療機関と連携して健康管理の

ために適切な支援を行います。より専門への受診が必要と判断された場

合、受診が継続的になる場合や遠方への受診等は、身元引受人様に対

応していただく場合があります。 
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貴重品の管理 

貴重品につきましては、ご自身の責任において管理していただきます。

自己管理の出来ない利用者につきましては、原則身元引受人様にて管

理をお願い致します。個別の事情等により金銭管理を希望する利用者に

つきましては預り金管理サービスを行います。 

日中活動支援 

日中、指定自立訓練・生活訓練事業所や指定就労継続支援事業所等

他のサービスを利用する場合、また職場に通勤する場合等に、サービス

提供事業者や職場等と連絡・調整を行い、利用者の活動を支援します。 

訓練等給付費支給

申請の援助 

訓練等給付費の支給期間終了後も継続して支援を受けることができるよ

う、再度支給決定を受けるための申請を行う際に、必要な援助をします。 

行政手続きの代行 
行政手続きの代行をします。 

（手続に係る経費は別途お支払いただきます。） 

相談及び援助 
利用者の心身の状況や生活環境に留意し、各関係機関とも連携して適

切な相談や援助を行います。 

行事等への参加 当事業所が実施する行事等に、ぜひ一緒にご参加ください。 

 

８ 利用料金 

上記サービスの利用に対しては、通常別添の料金表の総費用額の 1割の額（小数点以下切

捨て）が利用者負担額となり、残りの９割が自立支援給付等の給付対象となります。事業者

が自立支援給付等を代理受領する場合には、利用者負担分としてサービス料金の１割を事

業者にお支払いいただきます。 

なお、低所得者等は月額負担額が軽減されます。 

 

（１） 基本サービス単位数表 

熊本県の場合は一単位 10 円で計算いたします。 

 
算定内容 算定対象（算定要件） 単位 

利用者自己

負担額 

１ 共同生活援助サービス費（Ⅰ） 

世話人を６：１以上配置 

区分６ 600/日 左記金額の

一割（上限

額まで） 

区分５ 456/日 

区分４ 372/日 

区分３ 297/日 

区分２ 188/日 

区分１以下 171/日 

２ 共同生活援助サービス費(Ⅱ） 

体験利用 

区分６ 717/日 

区分５ 569/日 

区分４ 481/日 

区分３ 410/日 

区分２ 290/日 

区分１以下 273/日 
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※その他の加算  

夜間支援体制加算、入院時支援特別加算（月１回限度）、帰宅時支援加算（月１回限度）、長期入

院時支援特別加算、長期帰宅時支援加算、人員配置体制加算Ⅰ、処遇改善加算Ⅲ 

 

※ 訓練給付対象サービスの利用者自己負担額については、世帯区分により月額上限負担額が

設定されます。 

 

＜利用者負担額の上限等について＞ 

○ 自立支援給付等及び障害福祉サービスの利用者負担額は上限が定められています。 

○ ご家族等のご希望により、当事業所を利用者負担の上限管理者に選任される場合には、サー

ビス利用開始の際にその旨をお申し出ください。 

 

（２）サービス利用にかかる実費負担額  

  サービス提供に要する下記の費用は、自立支援給付等の対象ではありませんので、実費をい

ただきます。 

項 目 金額 備 考 

家賃 

20,000 円 居室1   11.48㎡  

20,000 円 居室2   11.60㎡  

21,000 円 居室7   12.04㎡  

22,000 円 居室6   13.29㎡  

24,000 円 居室5   15.21㎡  

24,000 円 居室3   15.69㎡  

26,000 円 居室4   17.84㎡  

36,000 円 居室8   7.80㎡  

20,000 円 居室9   11.36㎡  

20,000 円 居室10  11.36㎡  

食事代 

朝食 350 円 

昼食 350 円 

夕食 450 円 

 

光熱水費 13,000 円 電気、水道、ガス等 

日用品費 実費 500 円 トイレットペーパー、洗濯洗剤費用等 

金銭管理費 月額 600 円 希望者のみ、記帳に関する交通費用 

行政手続代行費 実費 交通費や郵便代、コピー代等は実費をいただきます。 

その他の費用 実費 
支援費から支給されない日常生活上の諸費用及び教

養娯楽費、理容・美容料 

受診同行費 実費 交通費実費代（1km あたり 15 円） 
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（３） その他のサービス（預り金サービス） 

  原則金銭管理については、ご家族、代理人にご対応いただきますが、困難な場合において利 

用者からのご希望により、下記のサービスを提供します。 

 ・管理する金銭の形態 ： 施設の指定する金融機関に預け入れている通帳 

 ・お預かりするもの ： 上記預貯金通帳、金融機関届出印鑑、年金証書 

 ・保管管理者 ： 管理者 

 ・出納責任者 ： 南阿蘇ケアサービス管理事務職員 

 ・預り金管理手数料 ： 月額６００円 

 ・管理方法 ： 入出金については、責任をもって行い、毎月出入金記録を作成します。 

年 2 回、残高報告書を作成し、利用者に報告します。 

利用者はいつでも入金記録を閲覧でき、その写しの交付を受けることが出来ます。 

 

（４）利用料金のお支払方法  

前記（１）（２）（３）の料金は１ヶ月ごとに計算し、翌月 15 日にご請求しますので、翌月 20 日ま

でに以下のいずれかの方法でお支払い下さい。 

（ア） 当事業所窓口での現金支払い 

（イ） 下記指定口座への振込み  

熊本銀行 大津支店    口座番号   普通預金 ３０６８３１６ 

口座名義   株式会社南阿蘇ケアサービス 代表取締役 荒牧 律子 

（ウ） 金融機関口座からの自動引き落とし（毎月 20 日） 

 

（５）実費負担額の変更 

  実費負担額を変更する場合は、原則としてその１か月前までにご説明します。 

 

９ 退去に関して 

利用者は、事業者に対して（３０日間の予告期間をおいて）文書で通知することにより、この契約を

解除することができます。 

 ２ 利用者は、事業者もしくはサービス従業者が以下の事項に該当する行為を行った場合には、

ただちに本契約を解除することができます。 

（１） 事業者が正当な理由なく本契約に定めるサービスを提供しない場合 

（２） 事業者が守秘義務に反した場合 

（３） 事業者が故意又は過失により利用者の生命・身体・財物・信用を傷つけることなどによって、

本契約を継続しがたい重要な事業が認められる場合 

 ３ 次の事由に該当した場合、事業者は、利用者に対して、３０日間の予告期間をおいて文書で

通知することにより、この契約を解除することができます。 

  （１） 利用者のサービス利用料金の支払いが正当な理由なく２ヶ月以上遅延し、料金を支払う

よう催告したにもかかわらず、１０日以内に支払われない場合 

  （２） 利用者が、事業者やサービス従業者または他の利用者の生命・身体・財物・信用を傷つ
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けることなどによって、本契約を継続しがたい重大な事情を生じさせ、その状況に改善が見

込めない場合 

  （３）利用者が連続して 2 カ月を超えて医療機関に入院すると確実に見込まれる場合又は現に

連続して 2 カ月を超えて入院した場合 

  （４）やむを得ない事情により事業所を廃止または縮小する場合 

 ４ 利用者の共同生活援助についての訓練等給付費の支給決定が取り消された場合、もしくは

訓練等給付費支給期間終了に伴い訓練等給付費支給申請を行った結果、不支給となった

場合、所定の期間の経過をもってこの契約は終了します。 

 ５ 次の事由に該当した場合は、この契約は自動的に終了します。 

  （１）利用者が他の共同生活援助事業所もしくは他の障害福祉サービス施設等に入所した場合 

  （２） 利用者が死亡した場合 

 ６ 利用者及び身元引受人は、利用者の故意又は重過失により共同生活援助の居室又は共同 

  の益に供する場所の備品について通常の保守及び管理の程度を超える補修等が必要となっ 

たときは、その費用を分担するものとします。 

 

１０ 受給者証の確認 

「住所」及び「利用者負担額」、「支給量」など「受給者証」の記載内容に変更があった場合は速

やかに職員にお知らせください。また、職員が「受給者証」の確認をさせていただく場合には、

ご提示くださいますようお願いします。 

 

１１ 利用者の記録および情報の管理等  

（１） 事業者は、法令に基づいて利用者の記録及び情報を適切に管理し、利用者の求めに応じて

その内容を開示します。また、記録及び情報については契約の終了後、5 年間保管します。  

（２） 利用者の個人情報については、個人情報保護法にそった対応を行います。但し、 サービス

提供を行う上で、他の事業所及び医療機関等との連絡調整や、市町村及び関係機関より情

報提供を要請された場合には、個人情報使用同意書に基づき情報を提供します。 

 

１２ 緊急時の対応  

利用者の病状急変等の緊急時には、かかりつけ医又はご家族等の緊急連絡先に連絡します。

基本的には、ご家族等により医療機関への受診をお願いします。  

（但し緊急時には、事業所の判断にて医療機関に搬送します。） 

 

１３ 事故発生時の対応方法について 

利用者に対する共同生活援助の提供により事故が発生した場合は、都道府県、市町村、利

用者の家族等に連絡を行うとともに、必要な措置を講じます。また、利用者に対する共同生活援

助の提供により賠償すべき事故が発生した場合は、損害賠償を速やかに行います。 

本事業者は、下記の損害賠償保険に加入しています。 

保険会社名 損害保険ジャパン日本興亜（株） 
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１４ 要望・苦情等申立先に関する相談窓口 

（１）当事業所における苦情の受付及びサービス利用等のご相談（お客様相談係） 

サービスに対する苦情やご意見、利用料のお支払いや手続きなどサービス利用に関するご相

談、利用者の記録等の情報開示の請求は下記の専用窓口で受け付けます。 

（２）第三者委員 

  本事業所では、地域にお住まいの以下の方を第三者委員に選任し、地域住民の立場から本事

業所のサービスに対するご意見などをいただいています。利用者は、本事業所への苦情やご意

見は「第三者委員」に相談することもできます。 

 

 

当事業所        

ご利用相談窓口 

・苦情受付担当者   橋口 房代  

・苦情解決責任者   𠮷原 明  

・ご利用時間   8：00～17：00  

・電話番号  0967-67-1606  ・ＦＡＸ 0967-67-0875  

 

市

町

村 

窓

口 

南阿蘇村役場 

住民福祉課 

熊本県阿蘇郡南阿蘇村大字河陽 1705-1 

電話番号 0967-67-2702 

F A X   0967-67-0115 

受付時間 8:30～17:15 

高森町役場  

住民福祉課 

熊本県阿蘇郡高森町大字高森 2168 

電話番号 0967-62-1111 

F A X   0967-62-1174 

受付時間 8:30～17:15 

西原村役場 

住民福祉課 

熊本県阿蘇郡西原村大字小森 3259 

電話番号 096-279-3113 

F A X   096-279-3506 

受付時間 8:30～17:15 

阿蘇市役所     

市民部福祉課 

熊本県阿蘇市一の宮町宮地 504 番地１ 

電話番号 0967-22-3167 

F A X   0967-22-4577 

受付時間 8:30～17:15 

熊本県社会福祉

協議会運営適正

化委員会 

熊本県熊本市南千反畑町 3-7 県総合福祉センター内 

電話番号 096-324-5471 

F A X   096-355-0544 

受付時間 8:30～17:00 
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１５ 協力医療機関 

医療機関の名称 医療法人社団 順幸会 阿蘇立野病院 

医 院 長 名 上村 晋一 

所  在  地 熊本県阿蘇郡南阿蘇村立野 185-1 

電 話 番 号 0967-68-0111 

診  療  科 内科 

入 院 設 備 有 

 

１６ 非常災害時の対策 

非常時の対応 事業所に災害対策に関する担当者（防火管理者）を置き、非常災害

対策に関する取り組みを行います。 

非常災害に関する具体的計画を立て、非常災害時の関係機関へ

の通報及び連携体制を整備し、それらを定期的に従業員に周知し

ます。 

防火管理責任者 管理者 荒牧 律子 

平時の訓練 年２回、避難・防災訓練を実施します。 

防災設備 ・自動火災報知機  有 

・火災通報装置  有 ・スプリンクラー   有 

・誘 導 灯     有        ・消火器     有    

 

１７ 当事業所ご利用の際に留意いただく事項  

 グループホームいぶきを利用されている方々の生活の場としての快適性や安全性を保つため、

次に掲げる事項についてご留意ください。 

（１）施設・設備ご利用上の注意事項 

設備・器具の利用 事業所内の設備、器具は本来の用法にしたがってご利用ください。

これに反したご利用により破損が生じた場合、賠償していただくこと

があります。 

施設の利用 他の利用者の迷惑にならないよう静かにご利用下さい。整理整頓に

心がけ、建物を汚さないよう清潔の維持にご協力下さい。 

 

外出 

個人的な用件での外出が必要な場合は、職員に申し出の上、自 

己責任において行って下さい。（但し、事故防止の判断ができない

方や危険な行為が予想される方については、制限させていただく場

合があります。） 

外泊 ３日前までに外泊届の提出をお願いします。 
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飲酒・喫煙 飲酒は、マナーを守り、他の利用者に迷惑をかけない程度にお願

いします。原則、室内での飲酒をお願い致します。 

事業所内外は全館禁煙となります。（電子タバコも含む。） 

現金、貴重品等の管理 貴重品は、原則、利用者の自己管理となります。高額な貴重品等を

事業所内に持ち込まないようお願いします。金銭管理の難しい利用

者につきましては、預り金管理サービスをご利用いただけます。 

政治・宗教・営利活動 利用者の思想、信仰は自由ですが、他の利用者や職員に対する布

教活動、政治活動および営利活動等はご遠慮ください。 

パソコン・インターネット

使用上の注意 

事業所の許可なく、インターネット上の掲示板、ブログ、インスタグラ

ム、メール、SNS 等において、事業所や利用者に関して知り得た情

報、非難、中傷する情報、その他一切の情報の発信、発言を行わな

いようお願いします。 

各種ハラスメントの禁止 事業所内において、職員や他の利用者に対してのパワーハラスメン

ト、セクシュアルハラスメント等の行為を一切禁止します。 

動物飼育 ペット動物の持ち込み及び飼育については禁止とします。 

 

（２）支援上の注意事項 次のような施設内外における不慮の事故については、賠償責任を一切負

いかねますのでご注意願います。 

① 通勤途中における事故・怪我  

② 職員の指示に従わないことにより起きた事故・怪我 

③ 本人特有のこだわりや自傷行為等に起因する事故・怪我 

④ 利用者同士のトラブルによる事故・怪我 

⑤ 無断外出により起きた事故・怪我 

⑥ てんかん発作等での転倒による事故・怪我 

上記以外にも、賠償責任を負いかねる場合がございます。ただし、職員の過失による場合は、危

機管理マニュアルに基づいて速やかに損害を賠償します。 

 

１８ 秘密の保持と個人情報の保護について 

①利用者及びそ

の家族に関する

秘 密 の 保 持 に

ついて 

 

 事業者は、利用者及び家族等の個人情報について「個人情報の保護に関する法

律」及び厚生労働省が策定した「福祉関係事業者における個人情報の適正な取扱

いのためのガイドライン」を遵守し、適切な取り扱いに努めるものとします。 

○ 事業者及び事業者の使用する者（以下「従業者」という。）は、サービス提供をす

る上で知り得た利用者及びその家族の秘密を正当な理由なく、第三者に漏らし

ません。 
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○ また、この秘密を保持する義務は、サービス提供契約が終了した後においても

継続します。 

○ 事業者は、従業者に業務上知り得た利用者又はその家族の秘密を保持させる

ため、従業者である期間及び従業者でなくなった後においても、その秘密を保持

するべき旨を、従業者との雇用契約の内容とします。 

②個人情報の保

護について 

○ 事業者は、利用者からあらかじめ文書で同意を得ない限り、サービス担当者会

議等で使用する等、他の障害福祉サービス事業者等に、利用者等の個人情報を

提供しません。また利用者の家族の個人情報についても、当該利用者の家族から

あらかじめ文書で同意を得ない限り、サービス担当者会議で使用する等、他の福

祉サービス事業者等に利用者の家族の個人情報を提供しません。 

○ 事業者は、利用者及びその家族に関する個人情報が含まれる記録物（紙による

ものの他、電磁的記録を含む。）については、善良な管理者の注意をもって管理

し、また処分の際にも第三者への漏洩を防止するものとします。 

○ 事業者が管理する情報については、利用者の求めに応じてその内容を開示す

ることとし、開示の結果、情報の訂正、追加または削除を求められた場合は、遅滞

なく調査を行い、利用目的の達成に必要な範囲内で訂正等を行うものとします。

(開示に際して複写料などが必要な場合は利用者の負担となります。) 

 

１９ 人権擁護および虐待防止等のための措置  

（１） 人権擁護および虐待防止  

事業者は、利用者等の人権の擁護・虐待の防止等のために、障害者虐待の防止、障害者の

養護者に対する支援等に関する法律（平成 23 年 6 月 24 日法律第 79 号）及び「障害者（児）施

設における虐待の防止について」（平成 17 年 10 月 20 日障発第 1020001 号厚生労働省社会

援護局障害保健福祉部長通知）に準じた取扱いをするとともに、下記の対策を講じます。 

① 虐待防止に関する責任者を選定しています。 

 虐待防止に関する責任者  代表取締役 荒牧 律子 

②  成年後見制度の利用を支援します。 

③ 苦情解決体制を整備しています。 

④ 従業者に対する虐待防止を啓発･普及するための研修を実施しています。 

（２） 身体拘束  

当事業所は、利用者の身体拘束を行いません。但し、利用者本人もしくは他の利用者や職

員等の生命または身体を保護するため、緊急やむを得ないと判断される場合のみ、必要最小

限の範囲内で行うことがあります。その場合は、身体拘束の内容、目的、拘束時間、経過観察

や検討内容を記録し、5 年間保存します。  

（３）個人情報保護 
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当事業所および職員は、サービスの提供にあたり、知り得た利用者に関する個人情報を外

部に洩らすことはありません。また、他の事業者等に対して情報を提供する場合には、個人情

報保護に関する文書により、必ず利用者および家族の同意を得ます。 職員が退職後も、在

職中に知り得た利用者に関する個人情報を洩らすことが無いよう必要な措置を講じます。 

 

２０ 業務継続計画の策定 

 事業所は、感染症や自然災害の発生時において、ご利用者に対する認知症対応型共同生活介

護事業の提供を継続的に実施するため及び非常時の体制での早期の業務再開を図るための計

画を策定し、当該業務継続計画に従い必要な措置を講じます。 

 また、職員に対し、業務継続計画について周知するとともに、必要な研修及び訓練を定期的に

実施します。 定期的に業務継続計画の見直しを行い、必要に応じて業務継続計画の変更を行い

ます。 

 

２１ 感染症の予防及びまん延の防止のための措置 

  事業所は、感染症が発生した際の予防、またはまん延防止のために、次の各号に掲げる措置

を講じます。 

（1）事業所における感染症の予防及びまん延防止のための対策を検討する委員会（テレビ電話

装置等を活用して行うことができるものとする）をおおむね 6 月に 1 回以上開催します。そ

の結果を、職員に周知徹底します。 

(2）事業所における感染症の予防及びまん延防止のための指針を整備します。 

(3）職員に対し、感染症の予防及びまん延防止のための研修及び訓練を定期的に実施します。 

 

２２ 虐待の防止 

  事業所は、虐待の発生またはその再発を防止するため、次の各号に掲げる措置を講じます。 

（1）事業所における虐待防止のための対策を検討する委員会（テレビ電話装置等を活用して行う

ことができるものとする）を定期的に開催するとともに、その結果について、職員に周知徹底

を図ります。 

(2)事業所における虐待防止のための指針を整備します。 

(3)職員に対し、虐待防止のための研修を定期的に実施します。 

(4)虐待防止の措置を講じるための担当者を配置します。 

 

 ２３ ハラスメントの防止について 

事業者は、介護現場で働く職員の安全確保と安心して働き続けられる労働環境が築けるよう

ハラスメントの防止に向け取り組みます。 

(1)事業所内において行われる優越的な関係を背景とした言動や、業務上必要かつ相

当な範囲を超える下記の行為は組織として許容しません。 

①職員に対する身体的暴力（身体的な力を使って危害を及ぼす（及ぼされそうになった

行為）  

②職員に対する精神的暴力（個人の尊厳や人格を言葉や態度によって傷つけたり、お
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としめたりする行為）  

③職員に対するセクシャルハラスメント（意に沿わない性的言動、好意的態度の要求

等、性的ないやがらせ行為）  

 上記は、当該法人職員、取引先事業者の方、ご利用者及びその家族等が対象となり

ます。 

(2)ハラスメント事案が発生した場合、株式会社南阿蘇ケアサービス「ハラスメント防止対

策に関する基本方針」を基に即座に対応し、再発防止会議等により、同事案が発生し

ない為の再発防止策を検討します。 

(3)職員に対し、ハラスメントに対する基本的な考え方について研修などを実施します。ま

た、定期的に話し合いの場を設け、介護現場におけるハラスメント発生状況の把握に努

めます。 

(4)ハラスメントと判断された場合には行為者に対し、保険者である市町村、関係機関へ

の連絡、相談、環境改善に対する必要な措置をとり、利用者の心身の状況その他の状

況に応じて、適当な他の事業者等の紹介、利用契約の解約、その他の必要な措置を講

じます。 

 

２４ 提供するサービスの第三者評価の実施状況について 

  第三者評価の実施および結果公表は実施しておりません。 

 

指定障害者福祉サービス共同生活援助「グループホームいぶき」の提供及び利用の開始に際

し、本書面に基づき重要事項の説明を行いました。 この証として本書２通を作成し、利用者、事業

者が記名捺印の上、各自１通を保有するものとします。但し、利用者の利便性向上や障害福祉サ

ービス事業者の業務負担軽減の観点から、政府の方針も踏まえ、個別支援計画や重要事項説明

書等における利用者等への説明・同意について、電磁的記録による対応を可能とします。 
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  年   月   日  

 

事業者    

所在地   熊本県阿蘇郡南阿蘇村久石 2721 番地 2 

法人名   株式会社 南阿蘇ケアサービス  

代表者   代表取締役 荒牧 律子                   

事業所名  グループホームいぶき 

説明者   職名 サービス管理責任者 

        氏名 橋口 房代                       

 

 

 

 

私は、本書面に基づいて事業者から共同生活援助「グループホームいぶき」の提供及び利用に

ついて重要事項の説明を受け、同意しました。  

 

 

利用者  

住 所：                                       

 

氏 名：                                     

 

 

身元引受人（もしくは成年後見人、代理人等）  

住 所：                                       

 

氏 名：                                     

 

続 柄：                                    


